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Serial Dilutions of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	キラー細胞免疫グロブリン様受容体（KIR）は、ナチュラルキラー細胞およびT細胞のサブセットによって発現する膜貫通型糖タンパク質です。KIR遺伝子は多型性を有し、高い相同性を有し、1Mbの白血球受容体複合体（LRC）内の染色体19q13.4上のクラスターとして存在します。KIR遺伝子クラスターの遺伝子内容はハプロタイプによって異なりますが、いくつかの「フレームワーク」遺伝子（KIR3DL3、KIR3DP1、KIR3DL4、KIR3DL2）はすべてのハプロタイプに存在します。KIRタンパク質は、細胞外免疫グロブリンドメインの数（2Dまたは3D）と、細胞質ドメインが長い（L）か短い（S）かによって分類されます。長い細胞質ドメインを持つKIRタンパク質は、リガンド結合時に免疫チロシン阻害モチーフ（ITIM）を介して阻害シグナルを伝達します。一方、短い細胞質ドメインを持つKIRタンパク質はITIMモチーフを持たず、代わりにTYROタンパク質チロシンキナーゼ結合タンパク質と結合して活性化シグナルを伝達します。いくつかのKIRタンパク質のリガンドはHLAクラスI分子のサブセットであるため、KIRタンパク質は免疫応答の調節において重要な役割を果たすと考えられています。
	研究分野
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD158E1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HL-60 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	CD158E1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Ramos 細胞のフローサイトメトリー分析。

